
同社は、官公庁庁舎、社寺建築、美術館、ホテル等

著名な建築物の施工に有数の実績を持つ企業です。

サポーターの木村さんは、総務・人事部門にて、上司の

齊藤課長とともに、障害者雇用に関するさまざまな情報

収集を行い、自社に見合った採用計画を綿密に練って

きました。

当時の経営トップの強い意向があり、ダイバーシティ及

び社会的責任の観点から、障害者の積極的な雇用を

会社の方針として定め、全社を巻き込んだ障害者雇用

を展開してきました。働き方改革の一環として、業務の

切り出しを働きかけたこともあり、業務の切り出しも順調

に進み、そして、職場体験実習を経て、同社で初めての

障害者雇用となるAさんを採用しました。
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株式会社内外テクノス 事業概要 ： 木造作工事、建設用資機材販売 他

従業員数 ： 167名 （平成30年2月現在）

サポ-タ- ： 木村さん (職場同僚）

被支援者 ： 20代 （発達障害）

勤続年数 ： 1年 （平成30年3月現在）

業務内容 ： 事務補助、郵便物受出、PC入力、庶務

経営トップから障害者雇用の必要性を訓示

実習を経て障害のある社員を初めて採用

業務拡大、モチベーションアップ

帰属意識の向上

取組み

効果

支援
内容

Aさんは３年前に注意欠陥多動性障害と診断を受

け障害者手帳を取得しました。今までアルバイトの経験

はあったものの本格的な就労は同社が初めてでした。A

さんは集中力が低い、気が散りやすい、複数のことを同

時にできない等の特性があり、指導担当となった木村さ

んは、集中力が途切れた場合には一旦休息をとらせ、

業務指示は一つずつ出すなど特性に合わせた指導・配

慮をしていきました。ただし、障害があるからと言って「特

別扱いはしない」ことを自身の中で徹底していきました。

障害者雇用に関する見聞を広げるために

サポーター事業に参加 Aさんは、6時間勤務から段階を経て、入社半年で8

時間のフルタイム勤務となりました。体調も安定し、社内

でのコミュニケーションも良く取れています。

入社当初は、ファイリングやデータ入力等の比較的簡

易な補助業務を担当していましたが、業務にも慣れ、

勤務時間も増えたことから、木村さんは新たな職域に挑

戦し、業務を拡大していきたいと考えていました。簡易な

補助業務だけではいずれ業務量が不足し、モチベーショ

ンも低下する恐れがあるため、業務の切り出しを改めて

行うことで、本人の特性を生かした業務を見出だし、モ

チベーションアップも図りたいと考えていました。

新たな職域の開拓のため、

苦手としていた電話業務に敢えてチャレンジ

そして、木村さんはAさんの活躍の場をさらに広げていく

ためには、障害者雇用に関しての知識やノウハウを身に

つける必要があると考え、サポーター事業に参加しました。

養成講座では、障害者雇用について一から学ぶことが

でき、他企業の事例も多く知ることができました。また、

障害者雇用を進めて行くことが会社全体の生産性向

上や業務改善につながっていくことを再認識しました。

本人の特性を活かした業務切り出し

― 全社を巻き込んだ協力体制を築き、業務の切り出しを行う ―



木村さん 「障害特性に配慮しながらも、特別扱いはしていません」

養成講座の中にあった「業務を切り出して障害

者に任せるということは、雇用創出という側面だけ

ではなく、職場の生産性向上に寄与し会社全体

の業務改善につながる」という話にとても共感した

のを覚えています。切り出す側・受ける側が、

win-winの関係で業務を検証していくことが重要

であり、弊社はそれが上手く行っていることが、今の

順調な障害者雇用につながっていると思います。

Ａさんには社会人として自立し、会社の中で戦

力となってもらうことを常に考えています。障害特

性への配慮はしていますが、特別扱いはしていま

せん。 職場の仲間として周りと同じように接してお

り、時には𠮟咤激励したり、また部門の食事会に

一緒に行ったりと、コミュニケーションを一番大切に

しています。今では、部門の大切な一員として活

き活きと仕事をしてくれています。

＜実際の本社業務一覧（部分掲載）＞
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木村さんは、Ａさんとの面談の中で、新たな業務に取

り組む意欲があることを確認しましたが、新たにお願いす

る業務をどのように決めればよいのか迷っていました。

そのため、サポーター支援員に相談したところ、新たな

業務にチャレンジする際は、本人の技量を見極め、出

来るかもしれないという段階のものからスモールステップで

チャレンジしていくと良いという助言がありました。また、成

功体験を多く積むことが本人の自信やモチベーションアッ

プにつながるため、そこから徐々にレベルアップしていくのが

良いとのことでした。

そこで、木村さんは、Ａさんと相談の上、今まで苦手な

ために業務から外していた電話対応のうち、メモを取る

必要のない荷物の受け取り電話に新たに挑戦してもらう

ことにしました。そして、その結果、問題なく対応できるこ

とが判明しました。今では、受付の専用内線がAさんの

席に直接つながるように設定され、周囲の社員も大変

助かっています。

初めての障害者雇用にも関わらず同社の取り組みが

順調にいっている要因として、木村さんと上司である齊

藤課長との緊密な連携が挙げられます。障害者雇用は、

担当者一人に負荷や重責がかかり頓挫してしまうことが

ありますが、同社の場合、齊藤課長が役員を含む全社

の巻き込みを行い、木村さんが現場実務を着実に行っ

ていったことが、大きな成果につながりました。

「我々は大したことは何もやっていませんよ」と語る齊藤

課長は、障害者雇用をごく自然な取り組みとして捉えて

おり、それは木村さんが考える障害者支援の在り方にも

良い影響を与えているようです。

上司との緊密な連携で

初めての障害者雇用を堅調に導く

次に、木村さんは、Ａさんの新たな業務の切り出し先

として、埼玉にある工場に業務切り出しの協力をお願い

しました。

工場の担当者に、養成講座で学んだ業務切り出しの

メリットを説明した上で、「本社業務一覧」を提示し、類

似業務がないかの検証をお願いしました。

また、Aさんとともに工場へ赴き、切り出した業務を試

行することで、業務適性の見極めを行いました。

そして、一緒に働く社員に、「この業務はＡさんに任せ

ても大丈夫」であることを事前に知ってもらうことで、安心

感を持って受け入れてもらうようにしました。

切り出す側のメリットを伝え、

工場にて業務の切出しを実施

Aさんの場合は、複数のことを同時に行う平行作業

ができないという特性から、会話とメモを同時に取る必

要のある電話対応が苦手ということでした。

発達障害の方は、頭の切り替えを瞬時に行うこと、

耳から聞いた情報を脳で保持することが苦手であり、

電話対応を難しいと感じる方は多くいらっしゃいます。

●一口メモ


